（学習日：　　月　　日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【氏名　　　　　　　　　　　　】

地理作図プリント　　　　　　関東地方の人口２
棒グラフ（都心の昼と夜の人口の変化）

	
	1965年
	1975年
	1995年
	2010年

	昼の人口（万人）
	192
	227
	250
	231

	夜の人口（万人）
	46
	36
	24
	38


[注]都心は千代田・中央・港の3区合計。

（各年次「国勢調査報告」）


	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	



[万人]





250





200





150





100





50





0





【まとめ】次の空欄に当てはまる語句や数字を次のから選びなさい。


〔　１・２・３・４・５・６・７・８・９・10・都心・郊外・減少・増加・地価　〕


1965年の昼の人口は夜の人口の約（Ａ　　）倍である。1975年の昼の人口は夜の人口の約（Ｂ　　）倍である。1995年の昼の人口は夜の人口の約（Ｃ　　）倍である。2010年の昼の人口は夜の人口の約（Ｄ　　）倍である。


これは昼間に（Ｅ　　　　）で仕事をしている人々が、（Ｆ　　　　）が安い（Ｇ　　　　）の自宅に帰宅するためである。東京都心部では（Ｆ）の高騰により、都心を中心とした地域で人口が（Ｈ　　　　）し、周辺地域で人口が（Ⅰ　　　　）するドーナツ化現象が起きている。
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